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ンドは土地利用および建築物法（Land Use and Building
Act注3） に基づいて策定されている国土利用指針（Na-


























Landscape Conservation in Finland


























































































































































































































































３）GOVERNMENT DECISION ON FINLAND’S NA-
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４）Museovirasto
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注釈
注１）近年は，景観法に基づき策定される景観計画に
おいて，多くの自治体が独自に景観を評価して
いるが，全国的に統一された景観の価値づけ
は，文化財保護法のみである。
注２）史跡は貝塚，古墳，都城跡，城跡，旧宅，その
他の遺跡であり，厳密に言うと景観としての評
価ではないが，面的に価値ある要素が分布して
おり，周辺環境も含めて景観を形成していると
いえる。
注３）本稿で用いている英語の法律や組織名称は，フ
ィンランドの各省庁や部局などの公式ウェブペ
ージにて発信されているものである。土地利用
および建築物法は，1992年制定，2003年改定。
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